
事業可能性評価の評価証交付式・懇談会の開催について
（中小企業の皆様のビジネスプラン実現を支援）

財団法人岐阜県産業経済振興センター（理事長：豊田良則）では、中小企業の皆様が新規性のある製

品、技術等を開発し、創業や新事業の展開を図るために作成した事業計画について、事業の実現可能性

を専門家から成る事業可能性等評価委員会により評価しています。そして評価結果に基づき、事業の実

現に向けた支援を当財団内のモノづくりセンターが中心となって行っています。

今年度は 10 社から評価依頼があり、事業可能性等評価委員会（委員長：牛込進 株式会社ＴＹＫ 代

表取締役会長）を平成 22 年 11 月 26 日（金）に開催し、事業計画を評価しました。

その結果、７社の事業計画がＡ評価（事業可能性が高い）されましたので、Ａ評価を受けた企業に対

して下記のとおり評価証を交付します。今後は事業化に向けた課題等について、モノづくりセンターの

コーディネーター等が継続的なアドバイスやフォローアップを行い、支援していきます。

記

１ Ａ評価企業及び評価事業名

(1)企 業 名 株式会社トオヤマ（岐阜市）

事 業 名 太陽光発電用防水架台の製品化

事業等の特色 今回開発した太陽光発電パネル設置架台は、建物への負担となるコンクリ

ート基礎荷重の問題や防水性能の確保といった技術的な課題等を改善する

ために開発された製品です。

(2)企 業 名 株式会社テクアス（岐南町）

事 業 名 設計技術者の創るペーパークラフトの事業展開

事業等の特色 今回の事業は、ペーパークラフトの市場に新たな需要を掘り起こすため、

社内に蓄積された機械設計、電機・電子設計のノウハウを活かし、今までに

はない「新たなペーパークラフト（精密、作りやすさ、低価格）」を「日本

の城」をテーマにして商品化した事業です。

(3)企 業 名 株式会社東海技研工業（中津川市）

事 業 名 デジタルサイネージの開発

事業等の特色 デジタルサイネージは、ネットワークに接続したディスプレイで情報を発

信するシステムで、表示装置、コントロール部、映像表示制御部、通信制御

部、記憶装置を一体化し、筐体に収納したものである。今回の商品開発は、

大型筐体の製造ノウハウを有している当社が、新に設計技術、ソフト開発技

術を保有し、少量多品種生産の大型デジタルサイネージ市場にチャレンジす

る事業です。
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(4)企 業 名 有限会社ミサト工業（郡上市）

事 業 名 毛抜き（商品名：ヌーク）の開発

事業等の特色 今回の商品は、当社のイノベーション事業として取り組んだ新商品開発事

業で製作された「新しいタイプの毛抜き」です。社内に蓄積された複雑切削

や鍛造加工技術等を活用し、従来の毛抜きのような点ではなく面で捉える構

造で、広い範囲で毛をつかむ事ができる商品で、先端を円形に形状加工する

ことで、肌にあたっても痛くなく、傷つける心配も少ないなど、安心して使

用できる構造になっています。

(5)企 業 名 株式会社タイメック（関市）

事 業 名 福祉家具（商品名：エコラシリーズ）の開発

事業等の特色 今回開発、商品化した福祉家具「エコラシリーズ」（キッチン、洗面台等）

は、設計事務所の協力を得て、ケアマネージャーや高齢者等の意見を取り入

れ、商品化したものです。社内に蓄積された人工大理石の加工技術等を生か

し、顧客のきめ細かいニーズに対応した開発体制で、大手メーカーでは参入

が困難な製品を手掛けており、中小企業にマッチした分野の商品開発を進め

ています。

(6)企 業 名 有限会社廣瀬工務店（岐阜市）

事 業 名 エコ丁張 量販プロジェクト

事業等の特色 今回開発した「エコ丁張」は、杭として鋼管(従来は木材製)と寸切りボル

ト、水平調整用としてキーブラケット、ぬきの固定用として「床ピタ(土台

受け金物)」を使用して、丁張り作業の工数低減と水平垂直調整を可能にし

た商品です。

(7)企 業 名 株式会社ユースフルパースン（大垣市）

事 業 名 修理対応型ＬＥＤ蛍光灯の開発

事業等の特色 今回当社の開発した蛍光灯（商品名：ＧＯＯＤ ＰＯＷＥＲ）は、「蛍光

灯は使い捨てる時代は終わりました」をキャッチフレーズにした修理対応型

のＬＥＤ蛍光灯で、消費電力の省エネ化にとどまらず、廃棄物を出さないこ

とにこだわった商品です。

２ 評価証交付式・懇談会の開催

(1) 場 所 財団法人岐阜県産業経済振興センター内

（岐阜市薮田南５丁目１４番５３号 県民ふれあい会館１０階）

(2) 期 日 平成２２年１２月１６日（木） １０：３０～１１：３０

(3) 内 容 ①Ａ評価企業に対する評価証の交付

②豊田理事長との懇談（各企業からの事業説明等）

■『事業可能性評価』とは？

複数の専門家からなる事業可能性等評価委員会が事業の有望性、技術の先端性・発展性等を

総合的に分析し、その実現可能性をＡ、Ｂ、Ｃの三段階で評価します。評価を受けた企業には、

継続的なアドバイスやフォローアップ等、企業の成長段階に応じた必要な支援を行います。

■Ａ評価（事業可能性大）企業への支援策

Ａ評価企業は次のような支援を受けることができます。

(1)岐阜県信用保証協会による特別保証（※保証には別途、同協会による審査が必要となります。）

(2)当センターの実施するビジネスプラン発表会への優先的出展

(3)中小企業基盤整備機構主催「中小企業総合展」等への出展推薦

(4)金融機関、マスコミへの積極的紹介

(5)その他、モノづくりセンターによる積極的な事業支援




